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概　要

　北海道宗谷管内と岡山県北部山間部という、距離の大きく離れたへき地の学校同士、さらに大学ともオンライン会議シ
ステムで結んだ形で、「連詩」「ふしづくり」および「ミュージッキング」の融合的な創作活動を行った。へき地の人的資
源の補助や、児童の学習環境に変化をつけることによる学習意欲の向上等に資する刺激をねらった。その際、へき地・小
規模校教育における授業方法の活用を図り、「集合学習」の考え方を取り入れた。実践の結果、複数のへき地校をオンラ
イン会議システムで結んだ集合学習による活動が、達成感や、自他の比較による学びによる学習意欲の向上、また、視野
の拡大、相手への関心や敬意につながることが示唆された。

１　はじめに

　本稿では、「連詩」「ふしづくり」および、筆者等が実践
者として協同して取り組んでいる、音楽を行為と捉える

「ミュージッキング」の融合的な創作活動を、遠隔会議シ
ステムを活用して、２校のへき地校同士の集合学習として
行った事例を取り上げる。
　双方のへき地校においてそれぞれが積み重ねてきた経験
を生かすことを考慮しつつ、本実践以前から双方の学級に
関わってきた大学教員による支援や指導を伴う形で、双方
の学級の経験の拡張を、また、交流を行うことを企図した。
　活動としては、「ミュージッキング」（〈2（1）①〉で後述）
と、「連詩」（〈2（2）①で後述）および「ふしづくり」（〈3〉
で後述）とを組み合わせた形で行う。
　なお、本実践以前に、オンラインによって一校を対象と
した、小学校の教室を大学と結んだ実践「オンラインによ
る出前授業（学生の演奏による音楽鑑賞教室）」1）がある。
そこでは、授業の円滑な進行、マイクやウェブカメラのセッ
トの方法を含め、技術的なノウハウを得ることができた。
さらに、本実践の直前に行った、市部とへき地との合同学
習2）で得たノウハウも活用して行うことにした。
　本実践は、北海道宗谷管内と岡山県北部山間部という、
距離の大きく離れたへき地の学校同士、さらに大学とオン
ライン会議システムで結んだ形で行う（【図１】参照）。

　そのことで、へき地の音楽授業に関わる人的資源の補助
や児童の学習環境に変化をつけることによる意欲向上等に
資する刺激をねらった。『豊かな心を育むへき地・小規模
校教育 少子化時代の学校の可能性』3）には、へき地の学校
環境を積極的に生かすことが主張されている。そのことを
念頭に置きつつ、固定したメンバーによる考えの多様性の
乏しさや、少ない刺激に起因する学習意欲の低迷といった
課題の克服を目指した活動を企図した。その際、本実践で
は「集合学習」4）の考え方を取り入れる。集合学習は、例
えば児童数の少なさに起因する体育（球技等）や音楽（合
奏等）の授業が制約される状況の緩和のため取られる方法
である。これらの特徴的な方法である「全習」5）と「分習」6）

を１単位時間に組み込んだ学習とする。
　なお、「合同学習」「交流学習」としなかったのは、「平
成29年度の弟子屈町立奥春別小学校における集合学習の公
開」7）の実践例から着想を得て、「全習」と「分習」とを組
み込むことによる。元来的に、「集合」の英訳には、「gather」

【図１】複数の小学校と大学を結ぶ
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や「assemble」、会合するといった意味が含まれており、
本実践の協同的な特徴、すなわちコラボレーションにもつ
ながる概念である。本実践で扱うミュージッキングでは、
短い時間であっても協同が可能であると考えた。
　なお、オンラインで異なる学校を結ぶ実践は、一定の成
果を上げつつも、例えば接続するアカウントが数か所とも
なると、「子供の顔は極端に小さくなり、感覚として『顔
を見る』のではなく『画面を見る』になってしまう」8）と
いう問題が指摘されている。その克服のためにも、画面よ
り音声（サウンド）が重視され、互いの作品を聴き合うこ
とを生かすよう配慮した実践とする。
　以上のことを踏まえ、本実践では、異なるへき地・小規
模校に通う児童同士が、交流活動や意見交換をしながら学
ぶようにする。オンライン会議システムを活用した音楽の
授業を、双方のへき地校においてそれぞれが積み重ねてき
た経験を生かすことを考慮しつつ、本実践以前から双方の
学級に関わってきた大学教員による支援や指導を伴う形で、
双方の学級の経験の拡張を、また、交流を行うことを企図
した。へき地の学校環境を積極的に生かすことを念頭に置
きつつ、固定したメンバーによる考えの多様性の乏しさや、
少ない刺激に起因する学習意欲の低迷といった課題の克服
を目指した実践を行い、へき地の人的資源の補助や、児童
の学習環境に変化をつけることによる意欲向上等に関する
効果についての示唆を得ることを目的とする。

２　各校の経験

（１）岡山県真庭市立中
ちゅうか

和小学校*―ミュージッキング
（*以降「中和小学校」と表記する）

　「ミュージッキング」は、クリストファー・スモール
（Christopher Small）が提唱した、音楽を現在進行形で表
し、人間の行為として捉え直す、古くて新しい概念である。
ミュージッキングでは、音楽をモノや作品として認識する
のではなく、どのような立場からでも、誰でも音楽に関わ
ることができるとされる。ミュージッキングでは、舞台等
で繰り広げられる音楽のパフォーマンス以外にも、例えば
聴取や練習、即興を含む作曲や身体表現等も、全て音楽す
る行為に含まれる9）。
　元来的に、音楽は、個々の音楽経験や知識や技能のレベ
ルに依らず、誰もが当たり前に参加する地域社会の関わり
合いのツールの一つだった10）。西洋音楽を例に挙げるならば、
古代ギリシャのムーシケーには、詩と音楽、そして舞踊が
包括的に含有されていた。また、身近な例としては、様々
な宗教の儀式や地域のお祭り等に見るように、音楽には、
作曲や演奏、鑑賞のような専門や領域による区別は存在せ
ず、作曲する人も演奏する人も、あるいは踊る人も、異な
る立場で参加して共有する存在だった11）。
　この方向性は、クリストファー・スモールが提唱した

「ミュージッキング」の概念と一致する12）。スモールは、
歌唱や器楽合奏を通して演奏や即興を行う人間の営みの一

つとして広義に音楽を捉え直している。音楽は「作品」で
はなく、音楽する行為そのものであり、それは「演奏する
ことでも、聴くことでも、練習することでも、作曲するこ
とでも、踊ることでもいい」と定義されている13）。
　音楽を行為と捉えるミュージッキングの理論的な源流は、
1990年代に北米を中心として広まったプラクシスの哲学
的概念に見出すことができる14）。従来型の美的音楽教育を
批判的に捉え、個々の児童・生徒が音楽する行為を通して
アイデンティティを形成し、実践共同体が創生され、ひい
ては音楽を通して人間的な成長に導くことができるのであ
る15）。エリオットは、アリストテレスの哲学に立脚し、行
為の中の省察に見る相互的・即興的な関わり合いを含むプ
ラクシスの方向性で音楽を捉え直し、演奏や創作、身体表
現等の行為そのものが音楽であると位置付けた16）のである。 
　筆者等は、声楽・ミュージカルやオーケストラ演奏家、
さらに学校現場の授業実践や実践研究、地域のワークショッ
プの経験を有しており、ミュージッキングを一つの概念的
な枠組みとして、2016年から2021年に亘り、実践的研究と
してワークショップを継続してきた。ミュージッキングを
学校園の現場で実践する中で、教壇と児童生徒、舞台と客
席を二分する、従来型のパフォーマンスの在り方が根付い
ている音楽教育の文化に若干の疑問をもつに至った。また、
演奏家でもある筆者等は、専門家としての音楽経験や音楽
学習経験を振り返り、音楽演奏をスポーツの競技のように
捉え、厳しいオーディションやコンクール等、競争の中で、
完成された作品の再現を目指して演奏するスタイルにも、
少なからず抵抗を感じるようになってきた。そして、日本
の学校音楽教育や教員養成においては、全国一律に標準化
された学習内容を提供する反面、ともすると、音楽家とし
ての専門性を生かしにくい根本的な課題が内在することも
分かってきた。すなわち統一カリキュラムの厳格な運用が、
音楽教師個人が扱える内容を狭めたり、児童生徒の興味関
心に応えることを困難にしたり、カリキュラムを現場レベ
ルで創造できなくしたりといった、負の側面が存在すると
いうことである。さらに幼児教育から生涯教育まで、特に
音楽演奏教育の領域においては、スモールが批判する「コ
ンサートホールモデル」が支配的な側面17）もあると考え
られる。
　ここ数年は、ミュージッキングの実践を積み重ね、ユニ
バーサルデザインや異なる他者がともに音楽で関わり合う
ことや、共生をテーマとし、異なる興味関心や技能、音楽
経験を有する他者同士が誰でも参加し関わり合える実践的
モデルを構築してきた。上記一連の実践は、『音楽教育学』
で毎年報告18）をし、『共生科学』においては、ユニバーサ
ルデザインの観点を取り入れた実践的モデルとして検証し
た19）。以降も、ミュージッキングの学校園や地域活動への
応用を実践的に研究し、誰しもが参加して、ともに学び関
わり合える音楽活動を開発し、検討を加えてきた。
　現段階では、筆者等が想定する「ユニバーサルなミュー
ジッキングが、学校教育という制度においては実践されに
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くい／されていない」20）と示されている。西島（2020）は、
音楽教育分野のみならず、音楽療法、文化人類学、芸術社
会学を含む広域科学の中でミュージッキングを捉えた上で、

「ミュージッキングの音楽科における可能性」について言
及し、ミュージッキングのもつ多様性を整理し、音楽授業
への導入の可能性を示唆している21）。しかし、ミュージッ
キングにまつわる多くの研究は、現段階では哲学的な探索
にとどまり、実践事例を扱った研究はまだまだ不足してい
るといわざるをえない22）。
　中和小学校と筆者（壽谷・安久津）等の関わりは、2019
年に遡る。地域の図書館で、真庭市内の幼児と児童の親子
15組を対象にした音楽ワークショップを催し、エリック・
カール作の『うたがみえるきこえるよ』23）を題材に、多様
な楽器や声、身体表現で参加できる音楽ワークショップを
実践した。エリック・カールは『はらぺこあおむし』24）等
の作品を通して、日本でも広く愛されている絵本作家だが、
この実践におけるミュージッキングでは、言葉が介在しな
い『うたがみえるきこえるよ』を題材に設定した。
　様々な楽器を用いて90分の間に分担を決め、楽器演奏以
外にも身体表現も加え、さらに場面の解釈の言葉化、練習、
最後に通すという流れで実施された。
　その際、グループごとに各幼児や児童が得意とする表現
媒体を音楽に限定せずに選択できることとした。身体表現
に経験がある児童は音楽と動きをもって関わり、音楽が得
意な者は楽器練習に勤しむ形で参加した。ワークショップ
開始時には、十分に楽器の音を探求できる時間を確保し、
その中で生まれた興味・関心も加味し、90分という限られ
た時間で、各自が課題を開発して、他者と共同する挑戦的
な試みとなった。
　この実践を皮切りに、図書館から車で30分ほどの山間部
に位置する小学校に、定期的に訪問するようになり、ヴァ
イオリン体験会や『きらきら星』を題材にしたミュージッ
キングを複数回行った。
　以下に、これまでの実践に見られたミュージッキングモ
デルの応用例として、筆者等が中和小学校に赴き、90分間
のヴァイオリン体験授業を担当した際の事例を掲出する。
短時間の実施で、弦楽器の音の探求やアンサンブル、簡単
な楽曲の会得を可能とするプロトコールを適用したが、想
定外にミュージッキングが喚起された事例である。同校の
教職員によるまとめ25）は以下の通りである。

　先生のピアノに合わせて、みんなで『きらきら星』
の演奏に挑戦しました。わずか１時間の練習なのに『き
らきら星』のメロディーがふんわりと教室の中に広が
り、同時に、「みんなでやっている」という温かい空
気も広がっていきました。
　さらに、もっと難しい『カノン』にも挑戦しました。
６年生がヴァイオリン、その他の子ども達が「ドレミ
パイプ」「ハンドベル」「声」、５・６年担任の先生が
コントラバスを担当しました。いきなりの挑戦でした

が、見事に『カノン』のメロディーを奏でることにも
成功しました！

　このことから、音楽を学ぶ共同体が育まれた様子や、音
楽の活動に様々な方法で関わった様子が見て取れる。また、
児童の感想26）は以下の通りである。

・ヴァイオリンを弾くのは難しかったけど、ドドソソラ
ラソができてよかったです（２年生男子）。

・最初は全然できなかったけど、チームの人に教えても
らって最初の部分が弾けるようになりました（３年生
女子）。

・みんなでベルを鳴らしたり、踊ったり歌たりして楽し
かった（３年生男子）。

・ピアノは鍵盤を押せば音が出ますが、音を探すのが難
しいけれど楽しいと思いました（５年生女子）。

・ピアノはその音の鍵盤を押せば音が出るし、リコーダー
も抑えるところが決まっているけど、ヴァイオリンは
４本の弦で音を作るのが難しいけれど楽しかった（６
年生女子）。

・先生が弾くと同じ楽器と思えないほど綺麗な音が出て
いて、すごいなあと思いました（６年生女子）。

　この実践に関して特筆すべきは、『カノン』の演奏時に、
偶発的に、コントラバスやドレミパイプ、ハンドベル、声
や動きを含む、ミュージッキングの要素を取り入れた全員
による合奏が、当初の想定の範囲外で展開されたことであ
る。その場面に関する記録（筆者・安久津による）は、以
下の通りである。
　

　筆者（安久津）がヴァイオリンの音域について説明
していたときのこと、男子児童Ｃが、「ヴァイオリン
はここまでしか低い音は出せない」とデモンストレー
ションを交えて説明し、さらに低い音をピアノで鳴ら
して見せた。それらの低音域はヴィオラやチェロ、コ
ントラバスを用いれば出せる音であることを説明し、
楽器の家族のように合奏できることを伝えると、Ｃは
教室後方の準備室を指差し、筆者（安久津）に「ある
よ！」といった。担任教諭Ｄは慌てて「先生のお話を
聞いて」と制止したが、筆者（安久津）がコントラバ
スかチェロが準備室にあるのではないかと感じ、「も
しかしてチェロがあるかな」と、準備室の室内を見回
した。Ｃも得意気に準備室に入り、「あった」と指さ
す先に、コントラバスが置いてあった。その後、グルー
プワークとして、筆者（壽谷）等が『きらきら星』の
演奏方法について考えたり練習したりしている間に、
筆者（安久津）がコントラバスの調弦をした。最後に、
コントラバスの体験を経て、カノンの合奏では、２音
で伴奏ができる手法を用いて、多様な楽器や表現を組
み合わせて合奏することができた。
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　以上のように、児童の声を聞くことで、計画は変更を迫
られたが、より多様な個性、興味関心を生かしたミュージッ
キングの事例となった。

（２）浜頓別町立浜頓別小学校**―連詩
（**以降「浜頓別小学校」と表記する）

　「連詩」は、複数の人が共同で次から次へ詩を書き、一
つの詩へとつながった形にしていくという遊びである。即
興で行い、誰かが書いた一行に続けて、また他の誰かが書
き、さらにまた他の誰かがつないでいくという方法で進める。

「詩を作るという創作活動は、個人の活動として行われる
ことがほとんどである。この個人の活動をグループで行っ
たらどうであろう。『連詩』はグループで詩を創作する活
動である。人の言葉を聞いて、その言葉をもとに自分なり
にイメージを広げ、それを言葉として発信していくのであ
る」27）との主張に基づいて活動を行う。この方法で詩を作っ
ていくと、個人作業として取り組む場合と比べ、はるかに
効率よく、また、個々の進行状況や出来栄えに大きなばら
つきが見られなくなる利点がある。
　例として、「夏」をテーマにした連詩の実践の様子を掲
出する28）。

・「夏といえば？ 」と問いかけ、キーワードを集める
・「海」「スイカ」「プール」「キャンプ」「かき氷」等の

言葉が次々に出される
・リズム（手拍子の四拍）に乗せて言葉を言う（「これ

らの言葉を参考にして、つくってみましょう」）
・１人目「熱中症に気を付けよう」が即興で発語される
・その一行につないで、次の人が、またリズムに乗せて

言葉を言う
・その際、手拍子に乗せて、１人目の言葉、１人目の言

葉→２人目の言葉、１人目の言葉→２人目の言葉→３
人目の言葉…、という具合に、毎回一行目から言うこ
とと、考えすぎず即興で言うことをルールとして続け
る

・全員「熱中症に気を付けよう」→２人目「スイカで水
分補給だね」

・全員「熱中症に気を付けよう」「スイカで水分補給だね」
→３人目「スイカに塩を振ってみよう」

・全員「熱中症に気を付けよう」「スイカで水分補給だね」
「スイカに塩を振ってみよう」→「熱中症、ああ、熱中症」

・つくった作品を読んでみる。取りあえずつくった後に、
例えば、「スイカ」がだぶっているから言葉を替えて
みよう、という具合に推敲する

　以上のような展開によって、４拍（１拍には最大で十六
分音符４個分）４行の詩をつくっていく。これを国語にお
ける詩の単元の学習に、自分たちも詩をつくってみる活動
を組み込む形で実践してきた。

３　活動の構想

　〈2 各校の経験〉で述べた、双方の学級の経験を互いに
拡張させるために、〈2（2）〉で述べた「連詩」と〈2（1）〉
で述べた「ミュージッキング」とを結びつけた活動を構想
する。まず、以下に記す（１）で、それらの接続のために
取り入れる「ふしづくり」について、続いて（２）で、活
動の基本構成について触れる。

（１）ふしづくり
　「連詩」と「ミュージッキング」とを接続する活動とし
て取り入れる「ふしづくり」の実施方法は以下の通りである。

・つくった詩を、口を閉じた状態で音読する。さながら
ハミングのようになるが、その際、抑揚（イントネー
ション）を書き取っていく。このとき、児童の居住す
る地域の方言の抑揚を優先する。例文の「ねっちゅう
しょうに、きをつけよう」は「＿－－－－－、＿－－
－＼」となる

・使用する音はド・レ・ミ・ソ・ラ（四七抜き音階）の
民謡旋法（ラで終止する）とする29）。なお、本実践で
はヴァイオリンを使用するため、ソラシレミに移調し
た形でふしづくりを行う

・前段で確認した抑揚に沿って、上記の音をつないでい
くことで旋律をつくっていく。例えば、「ねっちゅうしょ
うに、きをつけよう」は「＿－－－－－、＿－－－＼」
であるから「ミソソソソソ、ラドドドラ（シレレレレ
レ、ミソソソミ）」という具合である

・音が決定されたら、リズムを考えて、ふしを完成させ
る

（２）活動の構成
　本実践は、まず「連詩」で歌詞をつくり、続いて「ふし
づくり」で歌として完成させ、それを題材に「ミュージッ
キング」へと発展させるという展開で行う。

４　実践の記録

日時：令和３年７月13日10：30－12：05（概ね３－４校時）
児童：浜頓別小学校４年生16名
　　　中和小学校５・６年生７名
指導：TTによる。主担当（MT・主に全習時）は芳賀均、

分習時は各学級担任、音楽指導時の支援は壽谷・安
久津・芳賀均

次 形 活動 留意点等

事
前

分
習

○詩をつくる際に用いる
キーワードを考えてお
く

※キーワードは欄外参照

・両地域の特色と地
名を入れる
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第
一
次

全
習

○連詩をつくる ・各学級

・４行の連詩

第
二
次

全
習

○ふしづくりを行う

・第一次でつくった詩に

ふしをつける

・ト調ヨナ抜き音階

（レミソラシレミ）

のミ旋法

第
三
次

全
習

○ミュージッキングにつ

いて理解する

・歌唱、楽器、身体

動作、絵等でみん

なで参加して表現

に関わる

分
習

○ミュージッキング

・つくった歌をもとにす

る

・表現方法を考える

・浜頓別小学校＝絵

を 交 え た ミ ュ ー

ジッキング。身体

表現、オルフ鉄琴、

リコーダー、打楽

器等を用い、歌唱

を伴った演奏とす

る

・中和小学校＝ヴァ

イオリン、身体表

現、打楽器、絵を

交えたミュージッ

キング。ハンドベ

ルや、コントラバ

スも用いる

全
習

・途中経過を発表し合う

・意見交流をする

・各担任から、どん

なアイディアが出

たか、どんなこと

をするか等につい

て話す

・児童に感想を聞く

機会を設ける

分
習

・表現を練り上げ、発表

に向けて練習する

・指揮等、教師も必

要に応じて参加す

る

第
四
次

全
習

○発表会を行う

・まず、相互発表を行う

・続いて、相手の表現に

合わせて踊りながら鑑

賞する

・二回発表を行う

・二回目は相手の表

現 に 合 わ せ て 踊

り、一体感を味わ

う

※事前に考えておいたキーワード
○浜頓別小学校４年生
・クッチャロ湖　・クッチャロ湖の夕焼け　・ホタテ
・自然がいっぱい　・毛ガニ　・サケ　・白鳥　・砂金
 ・温泉　　・元気　　・助け合う　・明るい　
・かに太とスワットン（町のマスコット）　　他
○中和小学校５・６年生
・植杉川　　・下和川　　・水がきれい　　・星がきれい
・中和神社のほこ杉　　・冬はスキー　　・伝統工芸
・竹筒燃料づくり（竹と籾殻を使った燃料づくり）　　他

　実践時の板書は、【図２】のとおりである。

【図２】授業の板書

５　授業に参加した教員等の感想

　活動時の各学級の様子および参観者の感想は、以下のよ
うであった。

（１）浜頓別小学校の活動の様子
　浜頓別小学校での様子は、以下の通りである。実践に参
加した筆者（芳賀真衣）が以下の様に示す。

　歌詞は、代表児童がその場で考えたが、他の児童も「い
ね、いいね｣ というつぶやきをたくさんしており、みん
なが納得の歌詞を即興でつくることができて、嬉しかっ
たようである。MTの修正も適切（児童が ｢あ！ それい
い！ ｣ と反応していた）で、児童の大雪にしたい事柄
や意見が尊重されており、よかった。
　ふしづくりでは、イントネーションを書き取って、そ
れに沿って音の高低（上下）を考えてふしをつくってい
くという流れを、児童もしっかりと理解した上で活動で
きていたのが、充実感につながったのではないかと思う。
また、全員を一人ずつ指名して音を決めたが、不安や重
圧を感じることなく、かつ ｢ぼくが決めた音が採用されて、
しかも聴いたらいい感じ！ （発言ママ）｣ という形で実
現されていてよかった。完成してフレーズごとに演奏さ
れたのを聴く都度、児童は ｢わあ！ すごくいい！ ｣ と、
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盛り上がっていた。

（２）中和小学校の活動の様子
　中和小学校での様子は、以下の通りである。実践に数年
間定期的に参加してきた筆者（安久津）が以下の様に示す。

　児童は最初、全く初めて画面越しで接する浜頓別の児
童を前に、普段と比べてやや緊張した面持ちだった。し
かし、MTの授業のテンポがよく、誰でも参加できる連
詩とふしづくりを融合させた活動、そして、その後の中
和小学校だけの楽器演奏の方法の探求や歌を創作する活
動が始まると、すぐに場が和んだ印象を受けた。男子児
童Ｅはヴァイオリンを黙々と探求し、別な男子児童Ｆは
コントラバスの双方の手ほどきを受け、女子はチームで
詩の創作、そして筆者（壽谷）の手ほどきで、歌と身体
表現を創作した。さらに背景画も工夫した。そこに最終
的に、楽器と歌、身体表現が融合したコラボレーション
が達成された。画面越しに北海道の様子を意識すること
で刺激が多かったと思われ、全く異なる歌詞やオーケス
トレーションを有する演奏に接し、児童は口々に感嘆や
迫力ある演奏に感嘆を漏らしていた。また時間最後には、
北海道の演奏に合わせて身体表現を加えるなど、参加も
促されていた。

（３）授業をオンラインで視聴した研究者の感想
①浜頓別小学校および遠隔による出前授業と関わりのある
　研究者のコメント
　筆者（芳賀均・芳賀真衣）の浜頓別小学校における活動
と関わりのある研究者30）からは以下のような趣旨のコメ
ントを得た

・２つの教室をつないでの作曲の授業であった。作詞と作
曲をして、その授業内で演奏する楽器を決めて合奏する
という、自由度の高い授業だった。自由度が高い中で、
児童は「自分たちでつくりあげる」という気持ちで取り
組んでいたことが画面越しにも伝わってきた

・一つの決まった答えがあるわけではないので、児童も「正
解を見つける」または「実はどこかに正解がある」といっ
た発想では動いていなかった。これは、音楽に限らず、「主
体的に取り組むための条件」であると感じた。

・作曲という活動は、明らかにおかしな曲調であれば、音
楽に詳しくない子でも判断ができるので、個々の音楽的
なスキルには差があるにしても、この授業に関してはね
そういった差を感じずに子供たちも取り組めていた

・ミュージックキングという言葉は、音楽教育に携わって
いない人たちにとっては、初めて聞く言葉である。「そ
の場にいることでも、参加になる。場を共有することに
意味がある」という視点は、集団を評価することの意味
を考える機会となった

・評価というと、「個人について、外的な条件で判断をする」
という発想がメインになっていると思う（道徳の授業研
究も「個人をどのように評価するか」という発想になっ
てしまっていることが多いと感じる）。しかし、「集団が
どうあるべきか」という視点の方が、実は道徳の大きな
テーマであって、そのための評価についても考えていな
なければならないと、この授業を見て考えた

②中和小学校およびミュージッキングと関わりのある研究
　者のコメント
　筆者（壽谷・安久津）の中和小学校における活動と関わ
りのある研究者31）からは以下のような趣旨のコメントを
得た。

・MTの場づくりが非常によい。ハッピーでポジティブで
ある（（児童が何気なく行った）拍手を取り上げ価値づけ、
笑顔と大きな動きで場を勇気づける）

・担任が裏方として大活躍、児童実態を理解していて、ア
イディアを吸い上げ、かつ方向づける。例：「ホタテが
おいしい浜頓別」

・作品づくりという動機づけは、単なる知識獲得とは異な
り、活用と探求を伴うものになっている

・意思決定や創造性、共同性を細切れにすれば、全体とし
ての共同作業になる。個々人ではうまくできないことで
も、全体では細切れの小さな部分の総和、社会貢献とい
う大きな機械の部品になる

・ミュージッキングは、その場にいるだけでも参加と見な
されるが、その場にいること自体が社会参加になる参加
のあり方を皆でつくり合うことになる。みんなで寄って
たかって作品に仕上げることに、自分も小さな部品とし
て参加することの意味がある

・即興ででき上がっていく。誰か一人の精神ででき上がる
わけではない

６　実践に関わる児童の感想の分析

　実践に関わった児童の感想文、および、相手の学校の児
童に対するメッセージ（データは実践当日に収集）につい
て、SCAT32）の方法を参考にして検討する。作業表につい
ては以下に掲出（分析資料１～４）する通りであり、結果
は分析表に続いて記述する。

資　　料：実践に関わった児童の「感想文」、および、
　　　　　「相手の学校の児童に対するメッセージ」
収集時期：データは実践当日に収集
分析方法：SCATの方法を参考にして質的に検討
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分析資料１【感想（浜頓別小学校４年生）】

テクスト（原文ママ） 〈１〉テクスト中の
注目すべき語句

〈２〉テ ク ス ト
中の語句の言い
かえ

〈３〉左 を 説 明
するようなテク
スト外の概念

〈４〉テ ー マ・構 成
概念（前後や全体の
文脈を考慮して）

〈５〉
疑問・課題

歌詞をその場でつくることがすごかっ
たです。

すごかった 作詞への関心と
できた達成感

作曲への興味 作曲に対する興味・
関心の向上

とても楽しくて、賑やかでした。あり
がとうございました。

とても楽しくて、賑
やか

楽しさ／賑やか やりがい／賑わ
い

やりがい／多人数に
よる賑わい

山岡県真庭市立中和小学校の皆さん、
３、４時間目はありがとうございまし
た。演奏ありがとうございます。また
いっしょに演奏したいです。

またいっしょに演奏
したい

また一緒に勉強
したい

相手への関心 他校との学習への関
心

曲をつくるのが、すごくたのしかった。
曲をあんなに早くつくれるとおもわな
かった。自分たちも中和小学校のみん
なも曲がきれいだった。

すごくたのしかった
／曲をあんなに早く
つくれるとおもわな
かった／曲がきれい
だった

作曲が楽しい、
曲を身近に感じ
た、どちらもよ
かった

作曲への関心、
自他の作品の比
較、達成感

作曲への興味・関心
の向上、自他の作品
の比較による学び、
達成感

中和小学校の５、６年生と同じくらい
できたと思いました。最初は緊張した
けど、どんどんなれてきました。

同じくらいできた／
最初は緊張した／ど
んどんなれてきた

上級生と比較し
達成感、交流に
慣れた

自信、達成感、
交流による経験

自信、達成感、交流
による経験

色々な事がすごく楽しかった‼またや
る時がある日もう一回したい‼

すごく楽しかった／
もう一回したい

楽しい、また一
緒に勉強したい

やりがい、相手
への関心

やりがい、相手への
関心

クラスで作った曲を他の人にも聞かせ
たいです。

他の人にも聞かせた
い

曲の完成度に対
し満足できた

達成感 活動の達成感

自分たちで曲作りできるとは思わな
かったです。岡山県の人といっしょに
授業するのがとても緊張しました。だ
けど、上手な曲ができたのですっごく
楽しかったです。

とても緊張した／上
手な曲ができた／
すっごく楽しかった

完成した曲への
満足感、楽しい

達成感、満足感 活動の達成感、満足
感

僕たちにすてきな曲の作り方を教えて
くださり、ありがとうございました。
授業の全部が楽しかったです。またや
りたいです。あと１００回ぐらいやり
たいです。

楽しかった／またや
りたい

楽しい、また一
緒に勉強したい

やりがい、相手
への関心

やりがい、相手への
関心

歌を作るのが楽しかったです。難しい
かと思ったら簡単でした。またいつか
歌を作れるときは、また演奏したいで
す。

楽しかった／また演
奏したい

楽しい、またや
りたい

やりがい、学習
意欲

やりがい、学習意欲

最初は、できるか心配だったけど、で
きたから、よかったです。演奏するの
が、楽しかったです。

できるか心配だった
けど、できたから、
よかった／楽しかっ
た

作曲に満足でき
た、楽しい

達成感、やりが
い、演奏への興
味

達成感、やりがい、
興味

自分たちで曲をつくれると思わなかっ
たです。岡山県の５、６年生とべんきょ
うをするのも楽しかったし、上手な曲
も作れたので楽しかったです。

曲をつくれると思わ
なかった／岡山県の
５．６年 生 と べ ん
きょうをするのも楽
しかった／曲も作れ
たので楽しかった

他校との合同授
業が楽しい、作
曲への興味・関
心の向上

相手への関心、
やりがい

相手への関心、活動
のやりがい

あの時間で、曲を作れると思わなかっ
たので、びっくりしました。できた曲
は、明るくていい曲だと思いました。

曲を作れると思わな
かった／できた曲
は、明るくていい曲

作曲に対するイ
メージの変化、
曲の完成度に対
する満足

イ メ ー ジ の 変
化、満足感

作曲に対する印象の
変化、満足感
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ストーリーライン（現
時点で言えること）

本実践を行った４年生は、他校の児童と関わることにより、多人数による賑わいを楽しみ、相手や、相
手の活動に関心が高まっている。作曲ができた達成感や、自他の作品の比較による学びにより学習意欲
が向上している。また、作曲を、より身近に感じるようになった

理論記述 ・他校の児童と関わることにより、多人数による賑わいを楽しみ、相手や、相手の活動に関心が高まっ
た

・作曲ができた達成感や、自他の作品の比較による学びにより学習意欲が向上した
・授業により作曲を、より身近に感じるようになった

さらに追究すべき点・
課題

分析資料２【浜頓別小学校４年生から中和小学校５・６年生のみなさんに向けてのメッセージ】

テクスト（原文ママ） 〈１〉テクスト中の
注目すべき語句

〈２〉テ ク ス ト
中の語句の言い
かえ

〈３〉左 を 説 明
するようなテク
スト外の概念

〈４〉テ ー マ・構 成
概念（前後や全体の
文脈を考慮して）

〈５〉
疑問・課題

音がきれいだったので、私もひいてみ
たいと思いました。またいっしょに授
業したいです。

私もひいてみたいと
思いました／また
いっしょに授業した
い

興味・関心が湧
いた、また一緒
に勉強したい

学 習 意 欲 の 向
上、相手への関
心

学習意欲、相手への
関心

中和小学校のみなさん今日は、一緒に
勉強をしてくださりありがとうござい
ました。

ありがとうございま
した

相手への感謝 相手への関心 相手への関心

中和小学校の皆さんが演奏した曲、す
ごく音色がとてもきれいでした。また
いっしょに、お勉強をしましょう。

またいっしょに、お
勉強をしましょう

また一緒に勉強
したい

相手への関心 相手への関心

歌凄く美しかったです。またいつかも
う１回聞きたいです。

歌凄く美しかった／
もう１回聞きたい

完成した曲がよ
かった、また一
緒に勉強したい

達成感、相手へ
の関心

達成感、満足感、相
手への関心

きょうはありがとうございました。きょ
うはすごくたのしかったです。ありが
とうございました。

すごくたのしかった 楽しい 楽しさ 楽しさ

またいっしょにやりたいです。 またいっしょにやり
たい

また一緒に勉強
したい

相手への関心 相手への関心

浜頓別に来てみてください‼ 来てみてください また会いたい 相手への関心 相手への関心
バイオリンが、じょうずでした。 じょうず／相手を褒

める
相手を褒める 相手を称賛する 相手への敬意

とっても素敵な曲を作れていてすごい
と思いました!!　めちゃくちゃ楽しかっ
たです！あと、何回も何回も一緒に授
業をやりたいです！本当に本当にあり
がとうございました!!　今日一日あり
がとうございました。一緒に勉強でき
て楽しかったです。

素敵な曲を作れてい
てすごいと思いまし
た／何回も何回も一
緒に授業をやりたい
／一緒に勉強できて
楽しかった

作曲への興味・
関心の向上、ま
た一緒に勉強し
たい、楽しい

イ メ ー ジ の 変
化、相手への関
心、活動のやり
がい

発見、達成感、相手
への関心、活動のや
りがい

歌作り楽しかったです。特に演奏が楽
しかったです。私は歌が苦手なので、
絵を書くかかりをしましたが、絵を書
いている時に歌を聞いたらすごくいい
曲でした。でも、岡山県中和小学校の
曲も、すごくいい曲でした。

楽しかった／すごく
いい曲

楽しい、曲の完
成度に対する満
足、相手校への
良い評価

やりがい、自他
の作品の比較に
よる評価

相手への関心、活動
のやりがい

自分たちで作った曲がいい曲でうれし
かったです。バイオリンをひいてみた
いです。

作った曲がいい曲で
うれしかった／新た
なものへの興味が沸
いた

曲の完成度に対
する満足、新た
なものへの興味

満足感、新たな
ものへの興味

満足感、相手の活動
内容への関心、学習
意欲
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今日は時間を頂きありがとうございま
す。また一緒にやりたいです。

また一緒にやりたい また一緒に勉強
したい

相手への関心 相手への関心

ズームで会うのではなく、本当にあっ
てみたいです。

本当にあってみたい 実際に会ってみ
たい

相手への関心 相手への関心

岡山県中和小学校さん、作った曲すご
くいい曲でした。はまとんの曲はどう
でしたか。歌作りすごく楽しかったで
す。

すごく楽しかった／
すごくいい曲でした

楽しい／相手の
作品を褒める

やりがい／相手
を称賛する

やりがい／相手への
敬意

５、６年の皆さんありがとうございま
す。素敵な演奏をありがとうございま
す。

ありがとうございま
す／素敵な演奏

感謝／相手の作
品を褒める

相手を称賛する 相手への敬意

一緒にできて楽しかったです。またや
りたいです。曲が全然違ったけど、ど
ちらもいいなと思いました。

一緒にできて楽し
かった／曲が全然
違ったけど、どちら
もいいなと思いまし
た

共同授業が楽し
い、相手校への
よい評価

共同授業に対す
るやりがい、自
他の作品の比較
による評価

やりがい、自他の作
品の比較による評価

中和小学校の５、６年生の皆さん、今
日は一緒に授業をしてくれてどうもあ
りがとうございました。演奏を聞いて
みて、僕たちの演奏の雰囲気は違った
けど、きれいだなと思いました。

僕たちの演奏の雰囲
気は違ったけど、き
れいだなと思いまし
た

相手校へのよい
評価

自他の作品の比
較による評価

自他の作品の比較に
よる評価

本当にありがとうございました!!　で
きればまたしてください!!

ありがとうございま
した／またしてくだ
さい

また一緒に勉強
したい

相手への関心 相手への関心

ストーリーライン（現
時点で言えること）

自他の作品の比較による評価を通して、相手への関心や敬意をもったり、活動の達成感によって学習意
欲の向上につながったりしている。それらのことから、授業は充実したものになったといえる

理論記述 ・自他の作品の比較による評価を通して、相手への関心や敬意をもった
・活動の達成感によって学習意欲の向上につながった
・授業が充実したものになった

さらに追究すべき点・
課題

分析資料３【感想（中和小学校５・６年生）】

テクスト 〈１〉テクスト中の
注目すべき語句

〈２〉テ ク ス ト
中の語句の言い
かえ

〈３〉左 を 説 明
するようなテク
スト外の概念

〈４〉テ ー マ・構 成
概念（前後や全体の
文脈を考慮して）

〈５〉
疑問・課題

バイオリン交流授業をして、浜頓別小
学校の４年生が上手に歌を作っていた
り演奏していてすごいなぁと思いまし
た。
バイオリンで、最初はとても難しかっ
たけど安久津先生が優しく教えてくれ
たので、頑張ってひくことができてよ
かったです。

上手に歌を作ってい
たり演奏していてす
ごいなぁと思いまし
た／最初はとても難
しかったけど阿久津
先生が優しく教えて
くれたので、頑張っ
てひくことができて
よかった

相手校へのよい
評価、教員によ
る補助で達成感
が得られた

相 手 を 称 賛 す
る、教師の支援
により達成でき
た

相手への敬意、支援
による達成感

バイオリンの授業でむずかしい場所が
あったけどあくつせんせいに教えても
らいわかるようになったのでよかった
です。

むずかしい場所が
あったけどあくつせ
んせいに教えてもら
いわかるようになっ
た

教師による支援
で授業が円滑に
進んだ

教師の支援によ
り達成できた

支援による達成感
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浜頓別小学校の４年生と一緒に地域の
紹介の詩を作りそこからみんなで歌を
作って演奏できてとってもたのしかっ
たです。それに、浜頓別小学校の演奏
がとってもきれいでした。
それに、バイオリンは、ゆみでひかず
手でひきました。初めて手でバイオリ
ンをひいたのでとても楽しかったです。
また、バイオリンをひける機会があれ
ばまた、ひいてみたいです。

たのしかった／浜頓
別小学校の演奏が
とってもきれい／初
めて手でバイオリン
をひいたのでとても
楽しかった／バイオ
リンをひける機会が
あればまた、ひいて
みたい

楽しい、相手校
への良い評価、
また演奏してみ
たい

活 動 の や り が
い、相手への関
心、学習意欲

活動のやりがい、相
手への関心、学習意
欲の向上

バイオリンが上手く引けなかったけど
あくつ先生に教えてもらってひけるよ
うになりました。そして、浜頃別小学
校の４年生が上手に演奏していたので、
すごいなと思いました。私も、バイオ
リンを、楽しめたので、良かったです。
また、やりたいです。

あくつ先生に教えて
もらってひけるよう
になりました／上手
に演奏していたの
で、すごいなと思い
ました／楽しめた／
また、やりたい

教師の支援で授
業が円滑に進ん
だ、相手校への
よい評価、楽し
い、また一緒に
勉強したい

教師の支援によ
り達成できた、
相 手 を 称 賛 す
る、活動のやり
がい、相手への
関心

支援による達成感、
相手への敬意、活動
のやりがい、相手へ
の関心

バイオリンをしてみて前とは違い、自
分たちで、作ってあくつ先生などにア
ドバイスをしてもらいながらして楽し
かったです。でも、じかんを過ぎてし
まったので今度はすらすらできるよう
にしたいです。北海道の人も、きれい
に演奏していてすごかったです。

楽しかった／今度は
すらすらできるよう
にしたい／きれいに
演奏していてすご
かった

楽しい、意欲が
生まれた、相手
校へのよい評価

活 動 の や り が
い、学 習 意 欲、
相手を称賛する

活動のやりがい、学
習意欲の向上、相手
への敬意

ストーリーライン（現
時点で言えること）

教師の支援の効果もあり、目的を達成できた児童が多く、達成感をもつことができた。またやりたいと
いう言葉からも、活動に対する興味・関心が向上したといえる。相手をよく評価し、敬意をもち、関心
も高まっている

理論記述 ・教師の支援の効果もあり、目的を達成できた児童が多く、達成感を得ることができた
・またやりたいという言葉からも、活動に対する興味・関心が向上したことが分かる
・相手をよく評価し、敬意をもち、相手への関心も高まっている
・音楽に対する興味・関心が、高まった

さらに追究すべき点・
課題

	

分析資料４【中和小学校５・６年生から浜頓別小学校４年生のみなさんに向けてのメッセージ】

テクスト 〈１〉テクスト中の
注目すべき語句

〈２〉テ ク ス ト
中の語句の言い
かえ

〈３〉左 を 説 明
するようなテク
スト外の概念

〈４〉テ ー マ・構 成
概念（前後や全体の
文脈を考慮して）

〈５〉
疑問・課題

浜頓別小学校の４年生のみなさんが
作った歌はとてもすごいと思いました。
浜頓別の良いところが伝わりました。

作った歌はとてもす
ごいと思いました

相手校へのよい
評価

相手を称賛する 相手への敬意

みなさんが演奏している様子が、とて
も明るくて見ていると楽しくなりまし
た。

見ていると楽しくな
りました

相手校へのよい
評価

相手を称賛する 相手への敬意

本当にありがとうございました。また
交流できたらうれしいです。

また交流できたらう
れしい

また一緒に勉強
したい

相手への関心 相手への関心

浜頓別小学校の皆さんの作った曲はき
れいな音を出していたのでいいなーと
思いました。

きれいな音を出して
いたのでいいなーと
思いました

相手校へのよい
評価

相手を称賛する 相手への敬意
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また近いうちにリモートで交流しま
しょう。

また近いうちにリ
モートで交流しま
しょう

また一緒に勉強
したい

相手への関心 相手への関心

一緒に交流をしてくれて、ありがとう
ございました。

ありがとうございま
した

相手への感謝 相手への関心 相手への関心

浜頓別小学校さんが、作った曲には、
浜頓別のいいところがたくさん入って
いるし、演奏もすごく揃っていてきれ
いでした。

きれいでした／浜頓
別のいいところがた
くさん入っている

相手校へのよい
評価／よい作詞

相手を称賛する 相手への敬意

ありがとうございました。また交流し
てください。

また交流してくださ
い

また一緒に勉強
したい

相手への関心 相手への関心

浜頓別小学校４年生が、歌ったのは、
とても北海道らしい曲で、凄いなと思
いました。

凄いなと思いました 相手校へのよい
評価

相手を称賛する 相手への敬意

浜頓別小学校の歌を聞いていて明るい
曲で、たのしくなりました。

明るい曲で、たのし
くなりました

相手校へのよい
評価

相手を称賛する 相手への敬意

また交流会があったら、一緒に勉強し
たいなと思います。

また交流会があった
ら、一緒に勉強した
い

また一緒に勉強
したい

相手への関心 相手への関心

こちらでは聞いたことのない、食べ物
や、場所が出てきてワクワクしまし
た。浜頓別の名物を、歌詞にしていて、
いいなと思いました。色んな楽器が出
てきてきれいな音色になっていてすご
かったです。またどこかで交流をした
いです。

ワクワクしました／
すごかった／浜頓別
の名物を、歌詞にし
ていて、いいなと思
いました／またどこ
かで交流をしたい

よい作詞／新た
な 発 見・興 味、
また一緒に勉強
したい

相手を称賛する
／視野の広がり
／相手への関心

視野の広がり、相手
への関心・敬意

ストーリーライン（現
時点で言えること）

自分が知らなかった事柄に触れて、視野が広がっている。また、多くの児童に、相手をよく評価し、敬
意をもち、相手への関心も高まった様子が見られる

理論記述 ・相手の学校との交流によって、自分が知らなかった事柄に触れて、視野が広がった
・相手をよく評価し、敬意をもち、相手への関心も高まった

さらに追究すべき点・
課題

 浜頓別小学校４年生の感想からは、他校の児童と関わる
ことにより、多人数による賑わいを楽しみ、相手や、相手
の活動に関心が高まっている。作曲ができた達成感や、自
他の作品の比較による学びにより学習意欲が向上している。
また、作曲を、より身近に感じるようになったことが読み
取れる。また、相手の学校に対し、自他の作品の比較によ
る評価を通して、相手への関心や敬意をもったり、活動の
達成感によって学習意欲の向上につながったりしている。
それらのことから、授業は充実したものになったといえる。
　中和小学校５・６年生の感想からは、教師の支援の効果
もあり、目的を達成できた児童が多く、達成感をもつこと
ができた。またやりたいという言葉からも、活動に対する
興味・関心が向上したといえる。相手をよく評価し、敬意
をもち、関心も高まっていることが分かった。また、相手
の学校に対して、自分が知らなかった事柄に触れて、視野
が広がっている。また、多くの児童に、相手をよく評価し、

敬意をもち、相手への関心も高まった様子が見られる。
　

６　本実践のまとめ

　本実践では、異なるへき地・小規模校に通う児童同士が、
交流活動や意見交換をしながら学ぶオンライン会議システ
ムを活用した音楽の授業が、双方の学級の経験の拡張を、
また、交流を行うことを企図した。へき地の学校環境を積
極的に生かすことを念頭におきつつ、課題の克服を目指し
た実践を行い、へき地の人的資源の補助や児童の学習環境
に変化をつけることによる意欲向上等に関する効果につい
ての示唆を得ることを目的として行った。複数のへき地校
をオンライン会議システムで結んだ集合学習による「連詩」

「ふしづくり」「ミュージッキング」の実践においては、達
成感や、自他の比較による学びによる学習意欲の向上、ま
た、視野の拡大、相手への関心や敬意につながることが示
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唆された。
　今後、各地のへき地・小規模校で、小回りの利くという
特性を生かし、距離という、いわばハンディーキャップを
乗り越えるためだけでなく、大規模の学級同士では行いに
くい、離れた異学級同士の密な学び合いを実現するための
実践方法の一つとして提言としたい。
　また、演奏の出来栄えのみを追求する在り方とは異なり、
極めて自由度の高い活動であるミュージッキングは、活動
に対する心理的なハードルも低い。少人数であるがために、
大迫力の合奏ができないとか、合奏指導等の音楽の実技指
導に教員が困るものとは一線を画し、むしろ教員も一緒に
なって音楽を楽しむといった在り方が可能となる。そうし
た点において、へき地の音楽の授業とも親和性が高いと考
えられる。遠隔会議システム等も積極的に活用し、こうし
た実践が盛んに行われることを願うところである。
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